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柏1 二元的標準原価計罫の実践， r会計J84荘 2号，昭和38年一8月号参照。
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原価引下の達成を助けることであるP と述べ， さらにとの点の理解は， 能率
技師1にはあっても会計士にはないと断じている問。 このように，イずァ Y スは
6) 松本航男「標準原価計算論」昭和36年， 46ベ ジ，岡本清，真実の原価をめぐる実際原価と
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7) G. Charter Harrison， ibid.， p. 26 
8) Holden A. Evans， Cost KeePing and Sneniific Manage1ηent， 19日， p. 7 
9) Ibid.， p. '7 
10) Ibid.， p. 7彼はこの点について抗のようにL、う。 r会計士は何が原価引下を助けるかも知ら
なU、。 植は，ただ，原価としての原価にしか関心をもっていない。披は実3際の作業について
の知識もなしまた，それについての関心ももっていない。」
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原価計算理論発達史序説， r商学研究J(一橋大)6， 昭和 37年3月， 123-125ベー ジ参照。
13) Ibid.， p. 276 著者はムイ y、ンが「標準原価は企業とし、う舶が正しいコー スを毎月とるため
のコンハスである」と述〈た部分を引用している。 HarringtonEmcrson， Efficiwcy町 a
























除するためのものとの 2つのはあいが考えられていた Eみることができる o
これらの事実から，すて"に第1次大戦前において，能率技師により原価引下
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17) Ibid.， p. 162 
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れており， 他の人々には最善の実績を示すものとみなされている J~3) と述べて
21) G. Charter Harrison， "Cost Accounting to Aid Production"， Induslrial M.α御αg'
怖の~t ， Vul. 56， Nu. 4-Vol. 57， No. 6， 1918-1919，なお， のちに到り，著者は「この論文以
外には，少なくとも 1919年 10月まではェマ スンを支持するものはなかった」と書いてし、るo
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ような時には， ばあいによれ 真実の標準以ドから出発し， 実際原価が望ま
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30) G. Charter Harrison， Standa'id Costs， 1930， p. 228 なお，この「ハリスγの標準原何」
については，故稿で詳細に取り扱う予定である。

























31) R. J. H. Ryall， Dictio筑aryoJ Costing， 1926， p.320 
32) Coleman L. Maze and JOhll G Glover， ibid】 p.303 
33) G. Charter Harris.on， ibid.， p. 46 
34) Ibid.， p. 234 
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て 30年代には， 標準の多様化という形をとり， ますます矛盾の進展に対応
した理論を構成していくのであるが，これらの点については稿をあらためて論
ずるつもりである。
